
JP 2008-197155 A5 2010.3.25

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年3月25日(2010.3.25)

【公開番号】特開2008-197155(P2008-197155A)
【公開日】平成20年8月28日(2008.8.28)
【年通号数】公開・登録公報2008-034
【出願番号】特願2007-29357(P2007-29357)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  15/20    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月8日(2010.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　拡大共役側から順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、正の屈
折力の第３レンズ群、負の屈折力の第４レンズ群、正の屈折力の第５レンズ群、正の屈折
力の第６レンズ群より構成されるズームレンズにおいて、
　前記第１レンズ群が、拡大共役側より順に、拡大共役側に凸の正メニスカスレンズ、拡
大共役側に凸の負メニスカスレンズ、両凹レンズ、両凹レンズ、両凸レンズまたは拡大共
役側に凸の正メニスカスレンズを有しており、以下の条件式を満足することを特徴とする
ズームレンズ。
Σ（ν１ｎｉ＊（１／ｆ１ｎｉ））／Σ（１／ｆ１ｎｉ）＞６４
　ｆ２／ｆｗ＜２．０
ここで、
ｆ１ｎｉ、ν１ｎｉ：前記第１レンズ群内の拡大共役側からｉ番目の負レンズにおける焦
点距離とアッベ数、
ｆ２：前記第２レンズ群の焦点距離、
ｆｗ：前記ズームレンズ全系の広角端における焦点距離、
とする。
【請求項２】
　拡大共役側から順に、負の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、正の屈
折力の第３レンズ群、負の屈折力の第４レンズ群、正の屈折力の第５レンズ群、正の屈折
力の第６レンズ群より構成されるズームレンズにおいて、
　前記第１レンズ群が、拡大共役側より順に、正レンズ、負レンズ、負レンズ、負レンズ
、正レンズを有しており、以下の条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
Σ（Ｘ１ｐｉ＊（１／ｆ１ｐｉ））／Σ（１／ｆ１ｐｉ）＜０．０００２
Σ（Ｘ１ｎｉ　＊（１／ｆ１ｎｉ））／Σ（１／ｆ１ｎｉ）＞０
　ν１ｎｉ＜７５
ここで、
Ｎｇ、Ｎｆ、Ｎｃ：それぞれ、ｇ線、Ｆ線、Ｃ線における屈折率
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νｄ：ｄ線におけるアッベ数
ｆ１ｐｉ：前記第１レンズ群内の拡大共役側からｉ番目の正レンズにおける焦点距離
θｇＦ＝（Ｎｇ－Ｎｆ）／（Ｎｆ－Ｎｃ）
異常分散量Ｘ＝θｇＦ－（０．６４３８－０．００１６８２×νｄ）、
Ｘ１ｐｉ、Ｘ１ｎｉ：前記第１レンズ群内の拡大共役側からｉ番目の正レンズ、負レンズ
の異常分散量、
とする。
【請求項３】
　以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１記載のズームレンズ。
Σ（Ｘ２ｐｉ＊（１／ｆ２ｐｉ））／Σ（１／ｆ２ｐｉ）＜０．０００６０
Σ（Ｘ２ｎｉ＊（１／ｆ２ｎｉ））／Σ（１／ｆ２ｎｉ）＞０．０００４０
ここで、
Ｘ２ｐｉ、Ｘ２ｎｉ：前記第２レンズ群内の拡大共役側からｉ番目の正レンズ、負レンズ
の異常分散量、
ｆ２ｐｉ、ｆ２ｎｉ：前記第２レンズ群内の拡大共役側からｉ番目の正レンズ、負レンズ
の焦点距離、
とする。
【請求項４】
　以下の条件式を満たすことを特徴とする請求項１乃至３いずれかに記載のズームレンズ
。
　ｆ３／ｆｗ＞３．０
　｜ｆ４｜／ｆｗ＞３．０
　ｆ５／ｆｗ＞３．０
ここで、
ｆ３、ｆ４、ｆ５：前記第３レンズ群、前記第４レンズ群、前記第５レンズ群の焦点距離
とする。
【請求項５】
　前記６つのレンズ群のうち少なくとも４つのレンズ群が、接合レンズを少なくとも１組
含むことを特徴とする請求項２に記載のズームレンズ。
【請求項６】
　以下の条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至５いずれかに記載のズームレン
ズ。
　１．４＜｜ｆ１｜／ｆｗ＜２．０
ここで、
ｆ１：前記第１レンズ群の焦点距離、
ｆｗ：前記ズームレンズ全系の広角端における焦点距離、
とする。
【請求項７】
　請求項１乃至６いずれかに記載のズームレンズを有することを特徴とする光学機器。
【請求項８】
　請求項１から６いずれかに記載のズームレンズを有し、前記ズームレンズを用いて被投
影面上に画像光を投影することを特徴とする画像投影装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明のズームレンズは、拡大共役側から順に、負の屈折
力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レンズ群、正の屈折力の第３レンズ群、負の屈折力
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の第４レンズ群、正の屈折力の第５レンズ群、正の屈折力の第６レンズ群より構成される
ズームレンズにおいて、前記第１レンズ群が、拡大共役側より順に、拡大共役側に凸の正
メニスカスレンズ、拡大共役側に凸の負メニスカスレンズ、両凹レンズ、両凹レンズ、両
凸レンズまたは拡大共役側に凸の正メニスカスレンズを有しており、以下の条件式を満足
することを特徴とするズームレンズ。
Σ（ν１ｎｉ＊（１／ｆ１ｎｉ））／Σ（１／ｆ１ｎｉ）＞６４
　ｆ２／ｆｗ＜２．０
ここで、
ｆ１ｎｉ、ν１ｎｉ：前記第１レンズ群内の拡大共役側からｉ番目の負レンズにおける焦
点距離とアッベ数、
ｆ２：前記第２レンズ群の焦点距離、
ｆｗ：前記ズームレンズ全系の広角端における焦点距離、
とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の別側面のズームレンズは、拡大共役側から順に、負の屈折力の第１レンズ群、
正の屈折力の第２レンズ群、正の屈折力の第３レンズ群、負の屈折力の第４レンズ群、正
の屈折力の第５レンズ群、正の屈折力の第６レンズ群より構成されるズームレンズにおい
て、前記第１レンズ群が、拡大共役側より順に、正レンズ、負レンズ、負レンズ、負レン
ズ、正レンズを有しており、以下の条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
Σ（Ｘ１ｐｉ＊（１／ｆ１ｐｉ））／Σ（１／ｆ１ｐｉ）＜０．０００２
Σ（Ｘ１ｎｉ＊（１／ｆ１ｎｉ））／Σ（１／ｆ１ｎｉ）＞０
　ν１ｎｉ＜７５
ここで、
Ｎｇ、Ｎｆ、Ｎｃ：それぞれ、ｇ線、Ｆ線、Ｃ線における屈折率
νｄ：ｄ線におけるアッベ数
ｆ１ｐｉ：前記第１レンズ群内の拡大共役側からｉ番目の正レンズにおける焦点距離
　θｇＦ＝（Ｎｇ－Ｎｆ）／（Ｎｆ－Ｎｃ）
　異常分散量Ｘ＝θｇＦ－（０．６４３８－０．００１６８２×νｄ）、
Ｘ１ｐｉ、Ｘ１ｎｉ：前記第１レンズ群内の拡大共役側からｉ番目の正レンズ、負レンズ
の異常分散量、
とする。
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